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フィールド科学実習・ゲノム科学実習  参加者募集

2014年7月11日

理学研究科生物科学専攻

霊長類学･ワイルドライフサイエンス･リーディング大学院
1) 概要
世界遺産の島・屋久島で、フィールドワークを経験しませんか?豊かな自然の中で、自らの手足を動かして、観察や試料採取をします。何ごとも、見聞きするのと、実際にやってみるのは大違いですが、特にフィールド調査は、実際に現場にいって初めて実感できることが多いものです。野外調査の経験や、大学院での研究分野は問いません。野外調査をしたことがない方や、大学院ではミクロの研究を志している方も歓迎します。

フィールド科学実習(以下、屋久島実習)には、日本語を母国語としない外国人の大学院生も参加する予定です。そのため、屋久島実習は、英語を公式言語とし、講義、発表、学生間の議論を、基本的に英語で行っていただきます。この実習を通じて語学能力を磨くことが目的ですから、英会話に自信がない方参加も、積極的に応募してください。
これに続くゲノム科学実習(以下、ゲノム実習)では、屋久島で採取した試料を使って、様々な実験と解析を行います。分子生物学初心者向けのコースと共に、次世代シーケンサーを駆使した高度な実習も行います。フィールドでの試料採取と、それに続くゲノム分析を通して経験することで、フィールドワークもラボワークも行える研究者を養成することを目指しています。なお、フィールド実習とゲノム実習の両方を受講することをお勧めしますが、必須ではありません。ゲノム実習は、犬山の霊長類研究所で開講します。
なお、本実習は、2014年度より始まる、霊長類・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院(以下、リーディング大学院)の実習でもあります。リーディング大学院の単位としても認められます。今年度前期(2014年5月、6月)に開講した屋久島実習、フィールド実習をすでに履修した場合は、今回受講しても単位は認められません。
	[image: image1.jpg]



	[image: image2.jpg]



	[image: image3.jpg]




	[image: image4.jpg]



	[image: image5.png]



	[image: image6.jpg]





2) 屋久島実習

さまざまな分野の生物学を専攻する学生に、野外での生物調査方法を学んでもらうことを目的としています。

募集対象者
京都大学理学研究科 生物科学専攻に所属する大学院生、および、霊長類・ワイルドライフサイエンス・リーディング大学院の履修生。学年は問いません。

募集人員
約10名。応募者多数の場合は、参加をお断りすることがあります。
単位

理学研究科生物科学専攻(修士課程)の正式な単位として認められます。
日程
7月31日(木)　申し込み締め切り

8月5日(火)　参加者決定

9月下旬　事前説明会(霊長類研究所)。
10月19日(日)　屋久島に現地集合
10月20日(月)－22日(水)　調査
10月23日(木)　調査まとめ、発表
10月24日(金)　解散
実習内容　
果実をめぐる植物とニホンザルなどの動物との相互作用について調査を行います。サルの群れを追跡して行う行動観察、結実木での定点観察、サルの糞分析、果実の形態計測、カメラトラップなどの調査方法を用いますが、実際の調査テーマは、実習生の間で議論して決めてもらいます。以下はその例です。
・サルと鳥と、どちらが多くの果実を消費しているか?植物の種による違いはあるか?
・動物はひとつの結実木の中でどのような果実から消費していくか?

・サルの種子の取り扱い(飲み込み、吐き出し、噛み割り)を決めている種子･果実の性質は何か?
講師・チューター

湯本貴和、今井啓雄、半谷吾郎、澤田晶子(霊長類研究所)
宿泊場所　屋久島町永田　京都大学野生動物研究センター、屋久島観察ステーション
諸費用　参加費 約14,000円 ～20,000円 (屋久島での食費、寝具のクリーニング代、保険料、その他の雑費として、現地で徴収します。食費が未確定のため、幅が大きくなっていますが、御了承下さい。)
犬山あるいは京都から屋久島までの往復旅費と必要経費はリーディング大学院で支給します。
その他、京都・犬山－屋久島間の移動中の食費などの費用は、各自負担してください。

持ち物　リュックサック、山を歩ける服、合羽、靴などの個人装備は各自で用意してください。高価な登山用のものでなくても構いません。また、研究室の先輩から借りるのも手です。寝具が十分にありませんので、寝袋または、毛布などをお持ちください。10月下旬には冷え込むことがあります。室内で寝ますので、寝袋は、ホームセンター等で売っている、ごく安いものでも構いません。そのほか、必要なものの一覧は、9月下旬までに受講者に連絡します。
3) ゲノム実習

屋久島実習に引き続いて、ゲノム実習を行います。屋久島で採取した糞などのサンプルに含まれるDNAなどを、次世代シーケンサーなどを使って分析し、野外での観察ではわからなかったサルの食性などの情報を明らかにします。屋久島実習とゲノム実習を通じて、フィールドワークとラボワークの両方を行える人材の育成を目指します。両実習の受講は必須ではありませんが、両方、受講することで、野外でのサンプリングから、実験室での分析まで通して経験することができます。

日程

10月27日(月)～ 10月31日(金)　実習
11月6日(木)　発表会

場所

京都大学霊長類研究所で実施

内容

現在計画しているのは、以下の内容です(内容は、変更する場合があります)。

・次世代シークエンス解析によりヤクシマザルの糞に含まれる昆虫の種同定を行う

・屋久島で採取したサルの糞に含まれる、肉眼では同定できない種子破片等を、ダイレクトシーケンスで種同定を行う。

・屋久島で採取した植物を用いて、種同定に用いる領域の配列を決定する

講師

今井啓雄 (霊長類研究所) 、半谷吾郎、澤田晶子 (霊長類研究所)、岸田拓士（野生動物研究センター）
4) 屋久島実習と春のゲノム実習の申し込み方法
下記のホームページに申込み方法や、申込み用紙を掲載します。
http://www.wildlife-science.org/ja/curriculum/
申込み期間は　7月11日(金)～7月31日(木)です。

問い合わせ先（いつでもご連絡ください）

yakushima2014@ml.pri.kyoto-u.ac.jp
応募用紙の提出先（PWS支援室左海）
sakai.yoko.2e@kyoto-u.ac.jp
